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研究成果の概要（和文）： 本研究課題の成果は、倉敷市が所蔵する「薄田泣菫文庫」の資料群の調査と分析を、倉敷
市、薄田泣菫顕彰会、就実大学吉備地方文化研究所等の協力を得て、飛躍的に進めたことにある。その資料群が有する
文学研究に於ける価値を明らかにし、倉敷市が計画し進めた『薄田泣菫宛書簡集』の刊行に大きく寄与した。また、研
究者グループと地方自治体とで行う研究活動に於いて、協働の意義とその有する可能性について考究し実践する機会と
なった。

研究成果の概要（英文）：We were able to advance arrangement and investigation of data by cooperation of 
Kurashiki city, The SUSUKIDA Kyukin kensyokai, Research Institute of Kibi Region Culture.We have 
elucidated the literary value of the material.We have cooperated in the publication of "Letters to 
SUSUKIDA Kyukin" by Kurashiki city.We got a meaningful result for the research activities by the group of 
researchers and local government.
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１．研究開始当初の背景 
本研究グループは、これまでに科学研究費

補助金の助成を１度受け、薄田泣菫関連資料
を所蔵する岡山県倉敷市との連携を構築し、
「倉敷市薄田泣菫文庫」の資料の調査と分析
を進めてきた。そして、その過程で得た情報
をシンポジウム、マスコミへの発表などを通
じて広く一般に公開することを心がけてき
た。また、その研究成果は、論文の執筆、発
表や学会での研究発表、報告などの機会を得
ることで学界にも多く問うてきた。 
本研究の調査は、薄田泣菫という詩人、ジ

ャーナリスト、随筆家という多分野に亘り活
躍した人物を対象として据えているため、
〈文学〉という枠組みに拘らない視座の獲得
のもと、多面的で且つ立体的に展開する必要
があると認識するに至った。そのために、倉
敷市を介して地元倉敷市で活動し大きな成
果をあげてきた薄田泣菫顕彰会、地方文化の
研究につくしてきた就実大学吉備地方文化
研究所との連携を密にし、研究に於ける協働
関係を構築してきた。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究課題は、倉敷市が薄田泣菫のご遺族
より数次にわたって受贈してきた約1,800点
を数える薄田泣菫関係資料の整理と分析、そ
してその成果の公開を目指し、倉敷市をはじ
めとする関係機関、団体らと協働して行うも
のである。それらのことを通して、明治期に
於いては詩人として活躍した薄田泣菫の詩
業と共に、編集者の一人として関わった雑誌
『小天地』を中心とした当時の詩壇の状況の
一端を明らかにすることを目指す。また、『小
天地』は総合文芸誌であるが、これまでその
史的位置づけについて確かなものとされて
きたとは云い難いため、その点の解明も視野
に入れる。さらに、大阪毎日新聞社の学芸部
部長を務めたジャーナリストとしての経歴
から、文壇に止まらぬ当時のメディア状況に
関わって重要な位置にあったことを証した
い。 
また、倉敷市が 2014 年より刊行を開始す

る『倉敷市蔵薄田泣菫宛書簡集』の編集協力
を中心とした形で、我々研究者と地域、そし
て地方自治体の三者による協働作業の有り
様を精力的に考究、実践し、その可能性を押
し広げたい。 
 
 
３．研究の方法 
 これまでの活動でもその中心に据え、定期
的に開催してきた倉敷市での資料調査と分
析を継続的に行った。また、関係する資料を
所蔵する全国の図書館や文学館、資料館など
の機関への訪問や問合せを行うなどして、こ
れまで以上に幅の広い情報の収集を心がけ
た。なお、地元倉敷市の薄田泣菫顕彰会や就
実大学吉備地方文化研究所との協働関係の

構築は既に果たされているので、本研究はこ
れらの組織と積極的に連絡を取り、助力を得
ることで、研究の進展を促した。 
 また、2013 年度、2014 年度には資料を所
蔵する倉敷市との共同開催の形をとり、一般
の市民に研究成果を公開するシンポジウム
を開催した。最終年度にあたる 2015 年度に
は、関連する研究課題を設定する篠崎美生子
恵泉女学園大学教授の組織する研究グルー
プと合同で、国内外で研究活動を行う研究者
を招聘してのシンポジウムを開催し、その成
果を学会にも広く問う場を設けた。 
 具体的に展開した現地倉敷での調査活動
の実施月、実施回数とシンポジウムは以下の
通り。 
 2013 年度 ８月、12 月、３月の３回の調
査と検討会。「薄田泣菫文庫の調査研究から
見えてきたこと」に、研究代表者の庄司達也
と研究分担者の掛野剛史が参加（８月）。 
 2014 年度 ４月、６月、８月、11 月、３
月の５回の調査と検討会。「文学座談会」に、
研究代表者の庄司達也と、研究分担者の片山
宏行、掛野剛史の本研究グループの全員が出
席（８月）。 
 2015 年度 ６月、８月、11 月、１月、３
月の５回の調査と検討会。「20 世紀中国表象
研究会」（代表：篠崎美生子恵泉女学園大学
教授）との合同シンポジウムを実施。研究代
表の庄司達也が報告者として登壇した。 
 
 
４．研究成果 
本研究課題の成果は、先ずは倉敷市が所蔵

する「薄田泣菫文庫」の資料群の調査と分析
を飛躍的に進めたことにある。前回委の研究
課題により、既に所蔵リストの作成と資料体
の撮影作業はおおよその処で一定の成果を
あげている。本研究課題はそれらを更に精度
の高いものとすべく、詳細な分析と検討を加
えることを目指した。その過程で本研究課題
が対象とする資料群が有する文学研究に於
ける価値も、更に明らかにしてきたと云える。
本研究課題は、それまでの成果を踏まえ、倉
敷市が計画し進めた『薄田泣菫宛書簡集』の
刊行に対して執筆者として加わり、積極的な
関わりを持ち、企画そのものに大きく寄与し
た。『薄田泣菫宛書簡集』は、「作家編」、「詩
歌人篇」、「文化人篇」の 3 巻をもって構想さ
れ出版されたが、学界に対する貢献の度合い
も低いものではない。 
また、薄田泣菫が関わった雑誌『小天地』

について、これまでの文学研究では過小な評
価を得てきた印象を有しているが、本研究グ
ループの調査と分析の結果、今後は更に研究
を深め、正当な評価を得るべき雑誌であるこ
とが明らかとされた。この点を深めるべき課
題も提示されたことの意味は大きいだろう。 
 加えて、地域で活動する研究グループや機
関、また近接する研究課題に取り組む研究グ
ループとの協働により、これからの文学研究



に止まらぬ地域及び地方研究の在り方につ
いて深く考究する機会を持つことができ、新
たな可能性と課題を得た。 
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